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第1P，両チームハーフコートマンツーマンでゲームスタート。八王子は２ｍセンター⑦イサを中心にゲームを展開する。対する川
口北は堅実なディフェンスからボールをつなぎ,空いているスペースに動き, 得点を狙っていく。しかし, 徐々に八王子の高さがプ
レッシャーとなり，シュートの確率が落ち始める。八王子は中,外とバランスよく得点を重ね，25－12で第１Pを終える。
第2P ，互いに牽制し合うようなゲーム展開で得点が伸びない。しかし、八王子はオフェンスリバウンドから⑥新号の3ｐや⑧板垣
の力強いプレーで、徐々に点差を広げていく。川口北は２回のタイムアウトを使い、残り１分、⑤吉澤，④指宿が連続得点するも
のの前半で54－29と25点差をつけられてしまう。
第3P，流れを掴みたい川口北は④指宿のシュートを契機に２－２－１のゾーンプレスを仕掛ける。その後もオールコートディフェン
スを続けるが、八王子は慌てることなくボールを運び，⑦イサ，⑥新号,⑨野間らが次々と得点していく。川口北は⑦浅見の１対１
や④指宿のポストへの合わせで返すのが精いっぱい。88‐40で最終ピリオドへ。
第4P，点差のある八王子はベンチメンバーでゲームを進める。一矢報いたい川口北はようやく足が動きはじめ，⑦浅見のポストプ
レーや，④指宿や⑤吉澤のスティールからの速攻など，スピード感あるオフェンスで点差を縮める。しかし，開いた点差を埋めるこ
とは出来ず，104-71で八王子が勝利した。
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平成２４年　２月１１日（土） ひたちなか市総合運動公園総合体育館 大会１日目 Ａコート

平 成 ２ ３ 年 度 第 ２ ２ 回 関 東 高 等 学 校 バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 新 人 大 会

埼　玉 31 16

第４試合　１３：３０～

【 男 子 】　＜１回戦＞

八王子11 34県立川口北
東　京

71
12 25

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 34 36 38 40 

県立川口北 0 4 6 6 8 12 16 18 21 25 29 31 35 35 37 40 48 52 58 65 71 

八王子 0 7 10 12 19 25 29 33 38 48 54 58 63 71 79 88 90 92 96 99 104 

0 

20 

40 

60 

80 

100 

120 

得
点
 

経過時間 

得点の推移 （2分毎） 県立川口北 八王子 

タイムアウト  A 

タイムアウト  A 

タイムアウト  A 


